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平成２３年３月期 通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成２２年１１月４日に公表した平成２３年３月期（平成２２年４月１

日～平成２３年３月３１日）の通期連結業績予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 

 

記 
 
１．通期連結業績予想数値の修正（平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日） 

                          単位：百万円 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり

当期純利益

(円) 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ )  1,207,000 66,000 64,000 24,000 34.39 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ）  1,207,000 69,000 69,000 27,000 38.69 

増 減 額 (Ｂ-Ａ） － 3,000 5,000 3,000   － 

増  減  率  ( ％ ） －  4.5%  7.8% 12.5% － 

（ ご 参 考 ）  

前期実績（平成 22 年 3 月期） 
 1,170,876 64,034 67,621 16,646 23.85 

 

２．修正の理由 

 

海外食品事業においては、加工用うま味調味料における核酸の販売価格が予想より堅調に推移して

おり、バイオ・ファイン事業においても、飼料用アミノ酸の販売価格が予想より堅調に推移したこと

から、いずれも予想した営業利益を上回る見通しです。国内食品事業においては、調味料・加工食品



を中心に経費削減等により予想した営業利益を上回る見通しです。 

これらの結果、当期の全体としての連結業績は前回予想と比べて、営業利益および経常利益はいず

れも前回予想を上回る見通しです。また、特別損益について投資有価証券評価損額の変更をおこなっ

た結果、当期純利益についても前回予想を上回る見通しです。投資有価証券評価損額の変更につきま

しては、本日公表しております「（変更）「平成２３年３月期第３四半期 投資有価証券評価損の戻

入に関するお知らせ」の一部変更について」をご参照ください。 

 

通期の平均為替レートは１ドル＝８６．０円で設定しております。 

なお、平成２２年５月１０日に公表いたしました配当予想につきましては、修正はありません。 

 

（注） 上記業績予想は、計画のもととなる前提、予測を含んで記載しております。実際の業績は、今後

様々な要因によって上記予想とは異なる結果となる可能性があります。 

  

                        以  上 


